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ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー

（学位授与の方針）
〈博士前期課程（修士課程）〉
・研究科の定める年限において学修し、必須単位を修得したうえで、修士論文の中間報告、
最終審査に合格することをもって修士の学位を授与します。

〈博士後期課程〉
・研究科の定める年限において学修し、必要な単位数を修得したうえで、博士論文の最終審
査に合格することをもって課程博士の学位を授与します。なお、研究科のカリキュラムプロ
セスを経ることなく提出される論文については、研究科の規定にもとづき博士論文にふさわ
しい専門的知見が得られているかどうかを審査し、合格することをもって論文博士の学位を
授与します。

〈博士前期課程（修士課程）〉
・学部での専門知識を基に、各専攻で高度な専門的カリキュラム編成を行い
ます。
・双方向的学修の研究を重視し、学修・研究の集大成として、修士論文（建
築専攻では修士設計も含む。）の、中間報告と、最終提出をもって、その達
成度を評価します。

〈博士後期課程〉
・修士課程での専門知識を基に、各専攻で高度で、研究者として自立するに
ふさわしい専門的カリキュラム編成を行います。
・学修・研究の集大成として博士論文提出をもって、その達成度を評価しま
す。

（入学者受入れ方針）
　人間が快適で美的な生活環境を築く知識と知恵を生みだすことを目的にい
わゆる〈衣・食・住〉の分野を高度に学ぶ本研究科は、食物栄養学専攻、生
活環境学専攻、建築学専攻の３専攻から構成し、次のような資質を満たす入
学者を受け入れます。

〈博士前期課程（修士課程）〉
・一般的並びに専門的教養を持っている男性・女性。
・専門分野を高度に学修・研究し、高度な専門性を要する職業等に必要な能
力を得たいと希望する者で、学問に対する意欲を充分にもつ者を求めます。

〈博士後期課程〉
・専門分野について、専門家・研究者として、意欲的かつ自立して研究活動
が行える資質をもつ男性・女性を求めます。
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